












要約:全国の保健所等に勤務する歯科医師、歯科衛生士に対して、1 歳 6 ヵ月児歯科健診

の実態、3 歳児歯科健診の実態、1 歳 6 ヵ月児歯科健診と 3 歳児歯科健診の連携、および

健診後のフォローについて調査を行ない以下の結果を得た。

①1 歳 6 ヵ月児歯科健診の半数以上は保健所で行なわれ、3 歳児歯科健診の約 3 割が保健

センターでも実施されていた。

②健診結果の記録については母子健康手帳に約9割、母子管理カードに約 7割、歯科独自

のカルテに約 2割が記録していたがその一貫性については検討の余地があると考えられた。

③健診後の事後指導、事後措置は 1歳 6ヵ月児歯科健診で 65.5%、3 歳児歯科健診で 52.4%

とその実施率は低く、充実する必要があると考えられた。

④1 歳 6 ヵ月児歯科健診と 3 歳児歯科健診以外にも歯科集団健診が必要と考えている者が

90.6%であった。


